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り子時計を組み立てる。部品の製作は、3D プリンターを用いて行う。用いた 3D プリンターは
Stratasys Dimension SST 1200es である。 
まず、購入した機械式時計の図面データを、3D プリンターで使用できるように、3DCAD を使用
してファイル形式を変換する。具体的な内容としては、DXF ファイルの図面データを SLDDRW フ
ァイルに変換して 3DCAD に取り込み、厚みを付けて大きさを調整して部品データを製作する。製
作した SLDDRW ファイルの部品データを、STL ファイルに変換して保存する。図 1、図 2 に、3DCAD










図 1 図面データ(SLDDRW ファイル) 図 2 部品データ(SLDDRW ファイル) 
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製作した STL ファイルの部品データを、ドライバソフトの CatalystEX4.4 に取り込み印刷位置
を決定し、3D プリンターにそのデータを送信して部品を印刷する。3D プリンターでの印刷作業
































②図 8 に示すがんぎ車が、少し進んだ後、元に戻ってしまう。 
③指で歯車を回転させると、動きにくい部分がある。 
④中心軸に固定されるべき歯車と、中心軸とは独立して回転 
図 3 印刷位置の決定の様子 図 4 3D プリンターでの印刷の様子 
図 5 3D プリンターで作製した部品 
図 7 製作した機械式時計 
















































































 機械式時計の多くは金属を加工して作られているが、部品を 3D プリンターで製作してみると、
様々な部分で摩擦によるエネルギーの損失が大きかった。購入した図面は、木材で製作すること
を想定した図面であり、元々あまり精度を求める時計ではなかったが、木材や、3D プリンター
で製作した樹脂製の部品のように摩擦の大きい部品を使うと、高い精度を得るのがさらに困難に
なることが分かった。機械式時計の製作においては、摩擦によるエネルギーの損失を減らすこと
が、精度を上げるために重要であることが明らかになった。 
 
